
平成１8年　第 4 回　定例会　一般質問
№ 発　言　者 発　言　事　項 発　言　要　旨 答弁を求める者
1 荻原議員 千代田区の持つ特性を活かしたまちづくりについて １　景観のあり方を含めどの様に対応していくのか伺う。 区長ならびに関係理事者

2 寺沢議員 ごみ問題とリサイクルについて 区長並びに関係理事者

○　清掃工場を持たない千代田区では特にごみを徹底分別して資源化をはかるべき、その方針をお示し願いたい。

3 林　議員 　　　　　　クレジットカード 　→電子マネーとの関係をどうするのか？ 区長並びに関係理事者
　　　　　　コンビニ収納
　　　　　　電子マネー ○地方自治法の改正で、税金や保険料・水道料金など来春からクレジットカードが順次使用可能
など手段・方法を多様化して、 　→どう評価するのか？
　少しでもトクした気分で
納税・保険料を支払うように ○カード払いが可能となる税金・公的料金は、総額で年間２０兆円以上見込まれる。
　　　　できないか？ 　→利便性をより良くするためには？

　→他自治体の取り組み状況と本区の方向性は？

○実現が早そうなのは、市区町村に支払う軽自動車税や水道料金、国民年金や国民健康保険など。
　→コンビニ収納とあわせて検討できないか？

○手数料を定額に！！
　→携帯電話も定額制の時代なので・・・

4 飯島議員 １，高齢者の生活支援について

②介護ベッド購入のための助成について
③補聴器の助成制度を求める。

２，こども医療費助成制度の拡充について 千代田区でも一日も早く、こども医療費助成制度の拡充の実現を求める。

5 鈴木議員 １，ひとり暮らし高齢者の対策について 　ひとり暮らし高齢者の生活実態をどう掴んでいるか、今後の取り組みと区の対策について質問をする。

２，　区の交通バリアフリー化対策について 区内の鉄道駅のバリアフリー化の現状と千代田区の今後の取り組みと対策について質問をする。

３，　「都区のあり方に関する検討会」について 「検討会」での内容について質問する。
区としての今後の取り組みについて質問する。

発 　言 　通 　告 　書 　＜総括表＞

２　皇居の緑や公園、お濠、河川などの貴重な資源を活用する事で、温暖化対策やヒートアイランド対策に寄与すると考
えるが、まちづくり施策の中で位置づけていく方向について考え方を問う。

○信販大手１２社は、準備委員会を設立。１２月にも協議会に移行して、決済の仕組みやルールを決める作業を本格化
する。

①介護保険の外出介助の範囲は限定されている。生活圏を拡大するために気軽に外出できるよう支援の制度を求める。
区長、ならびに関係理事
者

○　２００８年からサーマルリサイクルが導入される。廃プラスチックの処理方法が、不燃から可燃へと１８０度変更にな
る、区民への周知を含め時間のない中、区としてどのように取り組んでいくのか。

区長、ならびに関係理事
者
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6 小山議員 　介護保険改定により介護サービスはどう変わったのか。

7 嶋崎議員 １　指定文化財の説明板の設置基準はどのようになっているか 区長並びに関係理事者
２　特に人の目に触れる屋外文化財の存在と価値を知らしめる方策はなにか
３　まちの記憶保存プレート設置事業と文化財説明板の重複はどう整理するのか
４　民間所有、個人所有の文化財と呼べる遺跡、建造物、人物像の所在や説明をどう行うか
５　観光の視点から、文化財の発信にどう取り組んでいくのか
６　千代田区の歴史と文化を継承し、それを活用する観光ボランティアの育成や登録をどう考えるか

○医療制度改革により療養病床が激減する。独り住まいや、高齢者世帯の多い千代田区は、医療施設にも介護施設に
も入れない「介護難民」が生じる状況にどう対処してゆくのか。

区及び区内に存する文化財の情報発信と歴史ある千代田
区の観光施策について

区長並びに関係理事者○１０月から改正介護保険法による介護サービスが実施されている。この制度により認定ランクが変わったため従来の
サービスが受けられなくなった実態があるが区としてどのような対応をしてきたか、今後どう対応していくつもりか。
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